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日経平均の日足チャート

権
利
配
当
取
り
シ
ー
ズ
ン
到
来

欧
米
投
資
家
は
還
元
重
視

手
厚
い
株
主
優
待
企
業
は
？

　

第
３
四
半
期
決
算
発
表
が
一
巡
し
た
と
こ
ろ
で
２
月
決
算
企
業
と

３
月
決
算
企
業
の
権
利
配
当
取
り
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
す
る
。
昨
年
ま

で
の
数
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
優
待
に
手
厚
い
外

食
産
業
で
収
益
悪
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
企
業
が
多
か
っ
た
が
、
経

済
活
動
正
常
化
で
特
に
こ
れ
ら
業
種
の
業
績
回
復
が
顕
著
に
な
っ
て

い
る
。
企
業
側
に
と
っ
て
も
欧
米
投
資
家
を
中
心
に
株
主
還
元
を
重

視
す
る
傾
向
が
強
く
高
配
当
政
策
は
中
長
期
的
な
株
価
対
策
と
い
う

意
味
で
重
要
度
は
よ
り
高
い
。
注
目
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

 

 

手厚い優待企業は？
  

２
月
は
権
利
付
き
最

終
日
が
２
４
日
、
権
利

落
ち
日
が
２
７
日
、
３

月
は
権
利
付
き
最
終
日

が
２
９
日
、
権

利
落
ち
日
が
３

０
日
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
権
利
落
ち
日

ま
で
保
有
す
れ

ば
配
当
と
優
待

の
権
利
が
確
定

す
る
。

　

２
月
期
企
業

で
は
３
％
相
当

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
を
受
け

ら
れ
る
オ
ー
ナ

ー
ズ
カ
ー
ド

を
贈
呈
す
る

イ
オ
ン
（
８

２
６
７
）
や
イ
オ
ン
ギ

フ
ト
カ
ー
ド
を
贈
呈
す

る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
（
８

９
０
５
）
、
グ
ル
ー
プ

店
舗
で
使
用
で
き
る
２

０
０
０
円
相
当
の
株
主

優
待
券
を
贈
呈
す
る
ク

リ
エ
イ
ト
・
レ
ス
ト
ラ

ン
ツ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
３
３
８
７
）
、

サ
ー
ビ
ス
券
の
吉
野
家

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
９
８
６
１
）
な
ど
へ

の
関
心
が
高
い
。

　

３
月
期
企
業
で
は
ヤ

マ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
９
８
３
１
）
が
１

８
円
期
末
一
括
配
当
で

株
主
優
待
券
を
保
有
株

数
に
配
布
す
る
。
日
清

食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
２
８
９
７
）
は
今

期
末
は
６
０
円
か
ら
７

５
円
に
増
配
、
製
品
詰

合
せ
セ
ッ
ト
や
ひ
よ
こ

ち
ゃ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
を
贈
呈
す
る
。
伊

藤
ハ
ム
米
久
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
２
２
９
６
）

は
２
３
円
か
ら
２
４
円

に
増
配
し
て
期
末
一
括

配
当
で
５
０
０
０
円
相

当
の
自
社
グ
ル
ー
プ
商

品
を
贈
呈
す
る
。
「
ａ

ｕ 

Ｐ
Ａ
Ｙ 

マ
ー
ケ
ッ

ト
商
品
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
」
を
保
有
年
数
に
応

じ
て
贈
呈
す
る
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
（
９
４
３
３
）
、
酒
類

詰
合
せ
な
ど
を
贈
呈
す

る
宝
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
８
２
５
３
１
）
な

ど
も
妙
味
が
あ
り
そ
う

だ
。
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２
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

物色の流れの変化に注意

　

前
週
の
東
京
市
場
は
６
週
ぶ
り
に
反
落
し

ま
し
た
。
日
経
平
均
は
前
週
末
比
１
５
７
円
下

落
し
て
い
ま
す
。
米
利
上
げ
長
期
化
懸
念
が
く

す
ぶ
る
な
か
、
予
想
を
上
回
る
経
済
指
標
が
相

次
ぎ
、
米
長
期
金
利
上
昇
し
た
こ
と
が
警
戒
さ

れ
ま
し
た
。

日
銀
新
総
裁
の
発
言
を
受

け
て
金
融
政

策
へ
の
懸
念
が
後
退
、
円

安
が
進
ん
だ

こ
と
か
ら
一
時
２
万
７
７

０
０
円
を
上

回
り
ま
し
た
が
、
米
１
月

生
産
者
物
価

指
数
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）が
予
想
以

上
に
強
く
、

米
国
株
が
崩
れ
た
こ
と
で
、

週
末
は
売
り

優
勢
で
週
間
で
は
小
幅
な

が
ら
下
落
し

て
い
ま
す
。

　

膠
着
し
た
動
き

で
し
た
が
、
週
明
け
は
２

０
日
が
米
国
、
２

３
日
は
日
本
が
休
場
で
手

掛
り
材
料
に
も
乏

し
く
、
米
イ
ン
フ
レ
動
向

に
左
右
さ
れ
る
方

向
感
の
定
ま
ら
な
い
展
開

が
続
き
そ
う
で
す
。

米
国
市
場
で
は
ハ
イ
テ
ク

株
が
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

長
期
金
利
の
一
段
の
上
昇
に
伴

う
物
色
の
流
れ
の
変
化
に
も
注

意
が
必
要
で
、
新
規
の
買
い

は
慎
重
に
状
況
を
見
極
め

た
い
考
え
で
す
。 

花
咲 

翁

48％増益で増配、自社株買い

三菱商事が急伸

三菱商事の
　　日足チャート

　

週
明
け

６
日
、
三

菱
商
事

（
８
０
５

８
）
が
急

伸
。
２
３

年
３
月
期

の
第
３
四

半
期
累
計

決
算
を
発

表
、
連
結

収
益
で
１

６
兆
２
８

４
５
億
円

（
前
期
比
３
１
・
６
％

増
）
、
税
引
前
利
益
で

１
兆
３
４
４
２
億
７
３

０
０
万
円
（
同
４
８
・

３
％
増
）
と
な
り
、
期

末
配
当
を
７
８
円
か
ら

１
０
３
円
（
前
年
同
期

７
９
円
）
へ
引
き
上
げ

た
。
豪
州
原
料
炭
の
市

況
上
昇
や
自
動
車
販
売

台
数
増
加
な
ど
が
寄
与
。

同
時
に
上
限
３
３
０
０

万
株
（
発
行
株
の
２
・

３
％
）
、
１
０
０
０
億

円
の
自
己
株
式
取
得
枠

の
設
定
を
発
表
し
た
。

 

Ｉ
Ｒ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
業
績
不
安
後
退

　

ア
イ
・
ア
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
６
０
３
５
）
が
続

急
伸
。
２
３
年
３
月
期

の
第
３
四
半
期
累
計
決

算
は
、
連
結
営
業
利
益

で
８
億
７
９
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
６
４
・

３
％
減
）
と
大
幅
減
益

な
が
ら
、
通
期
計
画
の

５
億
３
０
０
０
万
円

（
前
期
比
８
４
・
８
％

減
）
を
大
幅
に
超
過
し

た
。
包
括
的
な
エ
ク
イ

テ
ィ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
受
託
を
継
続
し

て
お
り
、
過
度
な
業
績

不
安
が
後
退
し
た
。

カチタスはコンセンサス以下

 

 

　

カ
チ
タ
ス
（
８

９
１
９
）
が
大
幅

に
５
日
続
落
。
２

３
年
３
月
期
の
第

３
四
半
期
累
計
決

算
は
、
連
結
営
業

利
益
で
１
０
８
億

４
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
１
・
３
％
増
）
と

市
場
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

下
回
っ
た
こ
。
仕
入
価

格
の
上
昇
や
耐
震
適
合

工
事
の
実
施
な
ど
工
事

費
用
の
増
加
が
圧
迫
し

て
い
る
。

日
清
食
品
Ｈ
Ｄ
が
最
高
値

　

７
日
、
日
清
食
品
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
２
８
９

７
）が
続
騰
、
上
場
来
高

値
を
更
新
し
た
。
２
３
年

３
月
期
通
期
の
連
結
業

績
予
想
に
つ
い
て
、
売
上

収
益
を
５
９
５
０
億
円

か
ら
６
６
０
０
億
円
（
前

期
比
１
５
・
８
％
増
）
、

営
業
利
益
４
７
０
億
～

４
９
５
億
円
を
５
２
０

億
円
（
同
１
１
・
６
％
増
）

へ
大
幅
に
上
方
修
正
、
期

末
配
当
を
６
５
円
か
ら

７
５
円
に
引
上
げ
た
こ

と
が
引
続
き
好
感
さ
れ

た
。
米
州
を
中
心
に
海
外

事
業
が
好
調
で
、
６
月
か

ら
の
国
内
即
席
麺
再
値

上
げ
も
発
表
し
て
お
り
、

来
期
も
一
段
の
収
益
拡

大
が
期
待
さ
れ
た
。

テ
ィ
ラ
ド
下
方
修
正
で
無
配

　

テ
ィ
ラ
ド
（
７
２
３

６
）が
一
時
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
３
年
３
月
期
の
連
結

営
業
利
益
予
想
を
４
２

億
円
か
ら
１
１
億
円
（
前

期
比
７
８
．
２
％
減
）
へ

大
幅
に
下
方
修
正
、
８
０

円
と
し
て
い
た
期
末
配

当
を
無
配
と
し
た
。
米
国

で
材
料
費
が
大
幅
に
増

加
、
価
格
転
嫁
が
進
ま
ず
、

中
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
影
響
に
よ
り
需
要

が
減
退
し
て
い
る
。

岩
崎
電
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
一
環
で
Ｔ
Ｏ
Ｂ

　

岩
崎
電
気
（
６
９
２

４
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。
Ｍ

Ｂ
Ｏ
の
一
環
と
し
て
株

投
資
会
社
カ
ー
ラ
イ
ル

グ
ル
ー
プ
が
設
立
し
た

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
が
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
実
施

す
る
と
発
表
し
た
こ
と

で
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
４
４

６
０
円
に
サ
ヤ
寄
せ
し

水
準
を
切
り
上
げ
た
。

任
天
堂
減
額
で
19
％
減
益

 
 

　

８
日
、
任
天
堂
（
７

９
７
４
）
が
急
反
落
。

２
３
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

営
業
利
益
で
５
０
０
０

億
円
か
ら
４
８
０
０
億

円
（
前
期
比
１
９
・
０

％
減
）
へ
下
方
修
正
、

期
末
配
当
を
１
０
９
円

か
ら
９
６
円
へ
引
き
下

げ
た
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ソ
フ
ト
は
好
調
だ
が
、

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
向

け
課
金
収
入
が
減
少
。
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ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ
大
幅
続
落

投
資
損
失
予
想
上
回
り
赤
字
転
落

ソフトバンクＧ
　　の日足チャート

 
 

 

　

８
日
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
グ
ル
ー
プ
（
９
９
８

４
）
が
大
幅
続
落
。
２

３
年
３
月
期
第
３
四
半

期
累
計
の
連
結
決
算
は
、

税
引
前
損
益
２
９
０
０

億
３
７
０
０
万
円
の
赤

字
（
前
年
同
期
１
兆
２

３
４
７
億
２
４
０
０
万

円
の
黒
字
）
に
転
落
し

た
。
未
上
場
企
業
の
投

資
価
値
を
引
き
下
げ
た

こ
と
で
ビ
ジ
ョ
ン
フ
ァ

ン
ド
の
損
失
が
予
想
を

上
回
り
、
直
近
３
カ
月

の
１
０
～
１
２
月
期
は

５
８
２
６
億
７
３
０
０

万
円
の
赤
字
（
同
１
８

７
７
億
５
３
０
０
万
円

の
黒
字
）
に
な
っ
た
。

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
先
行
ユ
ー
ザ
ー
募
集

　

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
（
５
２
４

３
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

最
新
の
チ
ャ
ッ
ト
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
創
作
支
援

ツ
ー
ル
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ 

Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
β
）
」
を
近
日
公
開
す

る
に
あ
た
り
、
先
行
ユ

ー
ザ
ー
の
募
集
を
開
始

す
る
と
発
表
し
た
。
こ

の
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
ク
リ
エ
イ
タ

ー
は
思
い
つ
い
た
ア
イ

デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
た
り
、

よ
り
良
い
表
現
方
法
を

追
求
し
た
り
、
自
分
に

し
か
で
き
な
い
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
に
打

ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

トヨタ市場予想上回る
　

９
日
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
（
７

２
０
３
）
が
後

場
小
幅
上
昇
に

転
じ
た
。
こ
の

日
午
後
に
発
表

し
た
２
３
年
３

月
期
第
３
四
半

期
累
計
の
連
結

決
算
は
、
営
業

利
益
は
２
兆
９

８
０
億
９
５
０

０
万
円
（
前
年

同
期
比
１
７
・

１
％
減
）
と
２

ケ
タ
超
の
減
益
な
が
ら

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
上
回

っ
た
。
直
近
３
カ
月
の

１
０
～
１
２
月
期
で
は

９
５
６
６
億
５
１
０
０

万
円
（
同
２
２
・
０
％

増
）
と
増
益
に
転
じ
て

い
る
。
通
期
は
２
兆
４

０
０
０
億
円
（
同
１
９
．

９
％
減
）
と
従
来
予
想

を
据
え
置
い
た
。

サ
ン
ア
ス
タ
リ
ス
ク
利
食
い

　　

Ｓ
ｕ
ｎ 
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

ｉ
ｓ
ｋ
（
４
０
５
３
）
が

急
反
落
。
２
３
年
１
２

月
期
は
連
結
営
業
利
益

予
想
１
２
億
円
（
前
期

比
３
３
・
０
％
増
）
だ

と
を
見
込
ん
だ
が
、
好

業
績
期
待
か
ら
株
価
は

先
行
し
て
上
昇
し
て
お

入
り
、
当
面
の
出
尽
し

感
か
ら
利
益
確
定
売
り

が
優
勢
に
な
っ
た
。
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
１
４
億

円
を
下
回
っ
た
。

https://marketpress.jp/


4 第349号 2023年2月20日株 式 市 場 新 聞

～ 決 算 情 報 ～

３Ｑ１８％営業増益で着地
中国生産回復と値上げで収益性向上

三相電機

　三相電機（６５１８）の２３年３月期第３
四半期累計の連結決算は、売上高１３４億９
３００万円（前年同期比９．４％増）、営業
利益６億７１００万円（同１８．３％増）、
最終利益５億５６００万円（同１４．５％減）
で着地した。半導体製造装置用ポンプの好調
が続き、工作機機械向けモータは堅調に推移、
ウィズコロナ政策への転換で中国生産も回復
しており、部材安定調達体制確立と値上げに
より収益性が向上した。最終減益は前年同期
に固定資産売却益を計上していたため。
　通期は売上高１７２億円（前期比０．６％
増）、営業利益９億７０００万円（同２０．
３％増）、最終利益７億３０００万円（同１７．
５％減）と従来予想を据え置いた。期末一括
配当は２５円を継続。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

インフレ再加速か？

日々勇太朗

　　先週、米国で発表された景気指
標は１月消費者物価指数（ＣＰＩ）、
同小売売上高、同生産者物価指数（Ｐ
ＰＩ）と揃って市場予想を上回り、
市場期待を裏切りました。中でもＰ
ＰＩが市場予想の５．４％を大幅に
上回る６．０％で着地したことで、
年末の利下げ期待は遠のくことにな
りましょう。
　ＰＰＩはＣＰＩに３カ月先行する
と言われています。そのため４月にＣＰ
Ｉが加速する可能性が高まりました。米
１０年債利回りはレジスタンスラインを
ブレイクし３．８％台に乗せ、ドル円は
１３４円半ばです。ドル高によるインフ
レ高進が心配されます。
　先週の日経平均は６週ぶりに反落しま
した。ヒストリカルボラティリティが１
０％割れとなっており、上下どちらかに
大きく動き出すことを示しています。上

の場合は２月ＳＱ値で上昇加速、
下の場合は２００日線割れで下落
加速と読みます。

３Ｑ営業益２．８倍通期増額

芝浦大幅高で最高値

芝浦メカの日足チャート

　

９
日
、

芝
浦
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク

ス
（
６
５

９
０
）
が

大
幅
高
で

上
場
来
高

値
を
更
新

し
た
。
２

３
年
３
月

期
第
３
四

半
期
累
計

の
連
結
営

業
利
益
は

８
３
億
１
６
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
２
・
８

倍
）
と
急
拡
大
、
通
期

予
想
を
７
６
億
円
か
ら

１
０
０
億
円
（
前
期
比

９
８
・
０
％
増
）
に
上

方
修
正
し
、
期
末
一
括

配
当
を
３
９
０
円
か
ら

５
１
０
円
（
前
期
２
３

０
円
）
に
引
き
上
げ
た
。

売
上
前
倒
し
や
機
種
化

で
収
益
性
が
向
上
。

サ
ン
リ
オ
売
上
操
作
の
疑
い

　

週
末
1
0
日
、
サ
ン

リ
オ
（
８
１
３
６
）
が

急
反
落
。
ラ
イ
セ
ン
ス

事
業
で
売
上
操
作
が
あ

っ
た
と
し
て
特
別
調
査

委
員
会
を
設
置
す
る
と

発
表
し
た
。
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
を
プ
ー
ル
す
る
こ

と
で
、
任
意
の
月
に
売

上
計
上
を
行
う
期
間
帰

属
の
操
作
が
判
明
。
操

作
さ
れ
た
取
引
は
最
大

で
１
億
円
強
を
想
定
。

 

東
エ
レ
ク
は
増
額
増
配
分
割

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
が
急
反
発
。

２
３
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
２
兆
１
０
０

０
億
円
か
ら
２
兆
１
７

０
０
億
円
（
前
期
比
８
・

３
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
５
４
６
０
億
円
か

ら
５
８
０
０
億
円
（
同

３
・
２
％
減
）
へ
上
方

修
正
、
期
末
配
当
を
６

２
５
円
か
ら
７
３
１
円

（
前
年
同
期
７
６
０
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
一
部

顧
客
に
お
け
る
装
置
納

入
時
期
の
精
査
や
投
資

計
画
の
前
倒
し
な
ど
を

考
慮
し
て
い
る
。
同
時

に
３
月
３
１
日
を
基
準

日
と
し
て
１
対
３
の
株

式
分
割
を
発
表
し
た
。

神
戸
鋼
は
大
幅
続
伸

　

神
戸
製
鋼
所
（
５
４

０
６
）
が
大
幅
続
伸
。

２
３
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
２
兆
５
３
０

０
億
円
か
ら
２
兆
４
９

０
０
億
円
（
前
期
比
１

９
・
６
％
増
）
へ
、
営

業
利
益
で
５
５
０
億
円

か
ら
６
７
０
億
円
（
同

２
３
・
５
％
減
）
へ
修

正
し
た
。
主
要
需
要
分

野
の
自
動
車
生
産
の
更

な
る
回
復
遅
れ
や
Ｉ
Ｔ
・

半
導
体
分
野
の
需
要
減

少
な
ど
に
伴
い
、
素
材

系
事
業
の
販
売
数
量
が

減
少
す
る
一
方
、
販
売

価
格
改
善
や
主
原
料
価

格
下
落
に
よ
る
鉄
鋼
メ

タ
ル
ス
プ
レ
ッ
ド
の
改

善
、
円
高
に
伴
う
電
力

の
燃
料
費
調
整
の
時
期

ず
れ
影
響
の
縮
小
、
建

設
機
械
の
エ
ン
ジ
ン
認

証
問
題
に
関
す
る
補
償

金
収
入
な
ど
を
見
込
む
。
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第３四半期は７．２％増収
対面営業正常化し職域販売新展開

ステムセル研究所

２０％増収５５％営業増益
さい帯保管３倍の２万検体制を確保

　日本トリム（６７８８）の今２３年３月期
の第３四半期（４～１２月）は連結売上高で
１３４億１１００万円（前年同期比７．２％増）、
営業利益で１７億３３００万円（同１．２％増）、
純利益で１１億８９００万円（同３２．５％減）
となった。整水器販売事業では新型コロナ感
染者数が減少傾向にあるなかで対面営業が正
常化に向かっており、職域販売では新たな展
開に取り組んでいる。前期において中国病院
運営事業関連の債権譲渡とステムセル研究所
の株式売り出しにより税金費用が減少した特
殊要因による反動で純利益では大幅な減益な
っている。通期は売上高１８１億３０００万
円（前期比１１．４％増）、営業利益２５億円
（同２５．１％増）、純利益１６億円（同１７．
６％減）の従来予想を据え置いた。

　ステムセル研究所（７０９６）の２３年３
月期第３四半期累計の単体決算は、売上高１
５億７９００万円（前年同期比１９．９％増）、
営業利益２億６１００万円（同５５．４％増）、
最終利益１億７２００万円（同７６．５％増）
と大幅増収増益で着地した。横浜細胞処理セ
ンターの体制強化が順調に進み、従来の約３
倍となる中期目標の年間約２万検体の処理能
力をすでに確保、さい帯（へその緒）保管サ
ービスの拡大が続き、過去最高の売上高を計
上した。デジタルとリアルマーケティングの
相乗効果で収益性も向上している。
　通期は売上高２１億４０００万円（前期比
２０．１％増）、営業利益３億４１００万円（同
５０．４％増）、最終利益２億１５００万円（同
６０．８％増）と従来予想を据え置いた。

２
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

23
年
3
月
期
予
想
を
下
方
修
正

Ｅ
Ｄ
Ｐ
は
ス
ト
ッ
プ
安

ＥＤＰの日足チャート

 
 

 

　

週
明
け
１
３
日
、
イ

ー
デ
ィ
ー
ピ
ー
（
７
７

９
４
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
３
年
３
月
期
通
期
の

単
体
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
営
業
利
益
を
１
３

億
６
５
０
０
万
円
か
ら

１
２
億
４
２
０
０
万
円

（
前
期
比
２
・
４
倍
）

に
下
方
修
正
し
た
。
Ｌ

Ｇ
Ｄ
が
供
給
過
剰
か
ら

特
に
小
型
宝
石
が
値
下

が
り
、
小
型
宝
石
生
産

用
種
結
晶
の
受
注
減
を

大
型
で
補
え
な
く
な
っ

た
。
同
時
に
１
株
を
５

株
へ
株
式
分
割
を
発
表

し
た
が
反
応
は
な
い
。

ム
ト
ー
精
上
方
修
正
増
配

　
ム
ト
ー
精
工
（
７
９

２
７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
３
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
２
１
０
億
円

か
ら
２
４
８
億
円
（
前

期
比
２
２
・
６
％
増
）
、

営
業
利
益
で
１
０
億
円

か
ら
１
５
億
円
（
同
２
・

４
倍
）
へ
上
方
修
正
、

期
末
配
当
を
１
１
円
５

０
銭
か
ら
５
３
円
５
０

銭
（
前
年
同
期
１
０
円

５
０
銭
）
へ
引
き
上
げ

た
。
コ
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

経
済
活
動
が
正
常
化
、

ド
ル
安
よ
る
為
替
差
益

な
ど
も
寄
与
し
た
。

三
井
松
３
度
目
の
増
額

 
 

 
 

 

　

三
井
松
島
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
１
５
１

８
）
が
大
幅
続
伸
。
２

３
年
３
月
期
通
期
の
連

結
営
業
利
益
予
想
を
３

１
０
億
円
か
ら
３
５
０

億
円
（
前
期
比
４
・
２

倍
）
へ
今
期
３
回
目
の

上
方
修
正
と
年
間
配
当

も
２
７
０
円
か
ら
３
２

０
円
（
前
期
８
０
円
）

に
引
き
上
げ
た
。

シチズンＳ高

 
 

 
 

　

１
４
日
、
シ

チ
ズ
ン
時
計

（
７
７
６
２
）

が
ス
ト
ッ
プ
高

発
行
済
み
株
式

総
数
の
２
５
・

６
１
％
に
あ
た

る
７
５
０
０
万

株
、
取
得
総
額

４
０
０
億
円
を

上
限
と
す
る
自
社
株
取

得
枠
を
設
定
す
る
と
発

表
し
た
。
取
得
期
間
は

２
月
１
６
日
か
ら
来
年

２
月
１
５
日
ま
で
で
、

株
価
浮
揚
効
果
を
期
待

し
た
買
い
が
殺
到
し
た
。

２
３
年
３
月
期
第
３
四

半
期
累
計
の
連
結
営
業

利
益
２
１
０
億
３
２
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比

７
・
１
％
増
）
だ
っ
た
。

と
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湖北工業

今１２月期も過去最高売上高
価格交渉進みリード端子新製品普及

英　和

第３四半期は１９％営業増益
リプレイスやデジタル化需要取り込む

　湖北工業（６５２４）の今２３年１２月期
は連結売上高で１６４億９４００万円（前期
比５．２％増）、営業利益４１億２１００万円
（同６．１％増）、経常利益で４０億８４００
万円（同８．１％減）、純利益で２８億１９０
０万円（同８．１％減）を見込んだ。前期は
リード端子事業が非鉄価格相場高騰の影響を
受けていたが、価格改定交渉が進んだことに
加え、自動車向けに関しても「春先から回復
に向かう」（石井 大社長）との認識。前期計
上の為替差益が無くなることから経常利益と
純利益では減益ながら過去最高の売上高を見
込んでおり、期末一括配当も前期の５５円か
ら６０円への増配を見込む。ＥＶの普及に伴い
リード端子の新製品の普及が期待されるうえ、
海底ケーブル用途の光デバイスも注目される。
　

　英和（９８５７）の２３年３月期の第３四
半期（４～１２月）は連結売上高で２７３億
４２００万円（前年同期比８．３％増）、営業
利益で８億９８００万円（同１９．１％増）、
純利益で６億１６００万円（同２２．２％増）
となった。化学業界、建設・プラント業界、
電力業界向けに定期修理に伴うリプレイス需
要やデジタル化を推進する投資需要を取込み
販売が堅調に推移したほか、製造用機械・電
気機器業界、造船業界向けの販売も伸長。商
品の長納期化に起因する影響は継続している
が一部では所要納期が改善されつつある。
　通期は連結売上高で４００億円（前年同期
比７．０％増）、営業利益で１８億円（同１５．
２％増）、純利益で１２億円（同１２．５％増）
と期初の予想を変更していない。

今期大幅上方修正で増配

円谷フィールズＳ高円谷フィールズ
　　　の日足チャート

 
 

 

　

１
４
日
、

円
谷
フ
ィ

ー
ル
ズ
ホ

ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

（
２
７
６

７
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。

２
３
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
１
０

５
０
億
円
か
ら
１
１
７

０
億
円
（
前
期
比
２

３
・
３
％
増
）
へ
、
営

業
利
益
で
６
０
億
円
か

ら
１
０
８
億
円
（
同

３
・
１
倍
）
へ
上
方
修

正
し
た
。
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
人
気
を
背
景
に
中
国

で
の
販
路
が
拡
大
し
て

お
り
、
期
末
一
括
配
当

も
２
０
円
か
ら
６
０
円

（
前
期
２
０
円
）
へ
大

幅
に
引
き
上
げ
た
。

W
ス
コ
プ
３
割
営
業
減
益

　
ダ
ブ
ル
・
ス
コ
ー
プ

（
４
６
１
９
）
が
急
落
。

２
３
年
１
２
月
期
の
業

績
予
想
を
発
表
、
連
結

売
上
高
で
５
０
０
億
円

（
前
期
比
１
０
・
９
％

増
）
、
営
業
利
益
で
５

５
億
円
（
同
２
９
・
８

％
減
）
と
大
幅
な
減
益

を
見
込
む
こ
と
が
嫌
気

さ
れ
た
。
一
部
の
製
膜

ラ
イ
ン
で
製
造
を
一
時

停
止
す
る
予
定
を
見
込

ん
で
い
る
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
営
業
益
3.1
倍

 
 

 
 

　

１
５
日
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
３
９
８
９
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
２
３
年
９
月

期
第
１
四
半
期
の
連
結

決
算
は
、
営
業
利
益
２

億
２
０
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
３
・
１
倍
）

と
利
益
が
急
拡
大
し
た

こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

経
済
活
動
正
常
化
に
伴

い
カ
ギ
ジ
ャ
ン
ル
の
売

上
げ
回
復
が
予
想
を
上

回
り
、
広
告
宣
伝
費
を

適
正
水
準
に
維
持
で
き

た
こ
と
か
ら
大
幅
な
増

益
と
な
っ
た
。
通
期
予

想
の
５
億
円
（
前
期
比

２
４
・
５
％
増
）
に
対

す
る
１
Ｑ
の
進
捗
率
は

４
４
％
に
達
し
、
大
幅

な
収
益
上
振
れ
が
期
待

さ
れ
た
。

ダ
イ
ヤ
Ｈ
Ｄ
減
額
で
赤
字

 
 

 
 

 

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
６
６
９

９
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
３
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
９
２
０
億
円

か
ら
９
０
５
億
円
（
前

期
比
１
８
・
７
％
増
）
、

営
業
損
益
で
７
億
円
の

黒
字
か
ら
１
０
億
円
の

赤
字
（
前
期
４
億
９
２

０
０
万
円
の
黒
字
）
へ

下
方
修
正
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
自
動
車
事
業
が
部

材
価
格
や
物
流
コ
ス
ト

高
の
影
響
を
販
売
価
格

に
転
嫁
で
き
て
い
な
い
。
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～ 決 算 情 報 ～
立花エレテック

２３年３月期予想を上方修正
半導体デバイス大きく伸びＦＡも好調

大和ハウス工業

第３四半期は８．７％増収
請負・開発や海外、大型複合開発強化

　立花エレテック（８１５９）は２３年３月
期の業績予想を、連結売上高で２１５０億円
から２２００億円（前期比１３．７％増）へ、
営業利益で８０億円から９０億円（同３４．
１％増）へ、純利益で６２億円から６６億５
０００万円（同２９．３％増）へ上方修正、
期末配当を３０円から４０円（前年同期３０
円）へ引き上げた。
　ＦＡ機器分野では、半導体製造装置関連と
物流関連で設備投資の好調が継続しており、
プログラマブルコントローラー、ＡＣサーボ及
び配電制御機器が大幅伸長するとともに、物
流機器に組み込まれるセンサーが大幅に伸長。
半導体デバイス事業では、マイコン、ロジッ
クＩＣ、アナログＩＣ、更にパワー半導体な
どが国内子会社を含めて大幅に伸長している。
　

　大和ハウス工業（１９２５）の２３年３月
期第３四半期累計の連結決算は、売上高３兆
４２１６億８１００万円（前年同期比８．７
％増）、営業利益２２２７億２５００万円（同
１２．３％減）、最終利益１６６２億６３００
万円（同０．７％減）で着地した。
　国内新設住宅着工戸数の減少が続くなか、
請負型・開発型ビジネスに加え、海外事業や
大型複合開発の強化により増収を確保。ポー
トフォリオ経営導入へ体制整備を進めたが、
資材価格高騰と経費負担が収益を圧迫した。
　通期は売上高４兆７６００億円（前期比７．
２％増）、営業利益３６００億円（同６．１％
減）、最終利益２２６０億円（同０．３％増）
と前回予想を据え置いた。配当は年間１３０
円（前期１２６円）を予定。

コ
ン
セ
ン
サ
ス
上
回
り
２
桁
増
益

ソ
ー
ス
ネ
ク
ス
ト
急
反
落

ソースネクスト
　　の日足チャート

 
 

 

　

１
５
日
、
ソ
ー
ス
ネ

ク
ス
ト
（
４
３
４
４
）

が
急
反
落
。
２
３
年
３

月
期
の
業
績
予
想
に
つ

い
て
、
連
結
売
上
高
で

１
２
７
億
９
５
０
０
万

円
か
ら
１
０
９
億
５
９

０
０
万
円
（
前
期
比

６
・
３
％
増
）
へ
、
営

業
損
益
で
８
億
５
０
０

０
万
円
の
赤
字
か
ら
２

０
億
５
８
０
０
万
円
の

赤
字
（
前
期
２
２
億
５

９
０
０
万
円
の
赤
字
）

へ
下
方
修
正
し
た
こ
と

が
嫌
気
さ
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
長

期
化
に
よ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
が
遅

れ
、
Ａ
Ｉ
通
訳
機
「
Ｐ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」

の
外
部
環
境
は
厳
し
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。

併
せ
て
不
正
ア
ク
セ
ス

を
受
け
て
顧
客
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
や

個
人
情
報
が
漏
え
い
し

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と

も
嫌
気
さ
れ
た
。

電算大幅上方修正増配

 
 

 
 

　

１
６
日
、
電

算
（
３
６
４

０
）
が
ス
ト
ッ

プ
高
。
２
３
年

３
月
期
の
連
結
、

営
業
利
益
予
想

を
１
２
億
５
０

０
０
万
円
か
ら

２
２
億
円
（
前

期
比
７
６
・
７

％
増
）
へ
大
幅

上
方
修
正
、
年

間
配
当
を
４
５

円
（
前
期
３
７

円
）
に
増
配
す

る
と
発
表
し
た
。

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
な
ど
法
制
度
改

正
対
応
や
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
伴
う
各
種
対
応

な
ど
が
伸
び
、
産
業
分

野
で
各
種
シ
ス
テ
ム
の

引
き
合
い
が
増
加
。
３

Ｑ
決
算
を
発
表
し
た
ば

か
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

修
正
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
サ

プ
ラ
イ
ス
に
な
っ
た
。

東
ラ
ヂ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
期
待
剥
落

　
東
京
ラ
ヂ
エ
ー
タ
ー

製
造
（
７
２
３
５
）
が

ス
ト
ッ
プ
安
。
親
会
社

の
マ
レ
リ
の
保
有
株
売

却
意
向
を
受
け
て
、
立

会
外
取
引
で
自
社
株
買

い
を
実
施
す
る
と
発
表

し
た
が
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
や
他

社
に
よ
る
Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
期

待
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

失
望
売
り
を
浴
び
た
。

Ｍ
Ｄ
Ｎ
Ｔ
免
疫
細
胞
加
工
技
術

 
 

 
 

 

　

メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
（
２

３
７
０
）
が
急
伸
。
Ｎ

Ｋ
Ｔ
細
胞
を
体
内
で
活

性
化
さ
せ
る
新
た
な
免

疫
細
胞
加
工
技
術
を
開

発
、
提
供
を
開
始
し
た
。

が
ん
患
者
に
新
し
い
治

療
選
択
肢
を
提
供
、
病

態
に
応
じ
て
幅
広
い
治

療
選
択
が
で
き
る
。



8 第349号 2023年2月20日株 式 市 場 新 聞

～ 決 算 情 報 ～
ＤｍＭｉＸ 新コスモス電機

上場来２期連続最高業績
２１％営業増益で１７円へ大幅増配

第３四半期２４％営業増益
都市ガス用やエレクトロニクス向け伸長

　ダイレクトマーケティングミックス（７３
５４）の２２年１２月期通期の連結決算は、
売上収益３４６億７４００万円（前の期比１４．
５％増）、営業利益５７億７１００万円（同２
０．７％増）と計画を上回り、上場来２期連
続で最高業績を更新した。通信からの業務受
託が堅調、公共セクターやＷｅｂなど幅広い
分野で新規開拓が進み、新型コロナワクチン
接種関連業務も収益を押し上げた。期末一括
配当を１７円（前の期１０円）へ大幅増配。
　２３年１２月期も売上収益３６０億円（前
期比３．８％増）、営業利益５８億円（同０．
５％増）と増収増益を計画。コロナ関連需要
の剥落を「通信周辺ビジネスの拡大と生産性
向上、医療、モビリティーなど新規分野の伸
びでカバーする」（小林祐樹社長）としている。

　新コスモス電機（６８２４）の２３年３月
期の第３四半期（４～１２月）連結決算は売
上高で２７１億６８００万円（前年同期比１１．
４％増）、営業利益で４４億９４００万円（同
２３．８％増）、純利益で２８億９１００万円
（同１８．５％増）と２ケタ増収増益なった。
家庭用ガス警報器関連では海外市場向け都市
ガス用警報器やガスセンサが好調に推移、工
業用定置式ガス検知警報機関連ではエレクト
ロニクス業界向けが伸長。業務用携帯型ガス
検知器関連では海外でガス検知警報器が増加
し、メンテナンスサービスも伸びた。
　通期は売上高３６２億７８００万円（前期
比５．７％増）、営業利益４３億３００万円（同
２０．８％減）、純利益２４億５８００万円（同
３４．９％減）と従来予想を据え置いた。

自治体向けマーケプロダクト提供

マイクロアド連日Ｓ高マイクロアドの日足チャート

 
 

 

　

１
６
日
、

マ
イ
ク
ロ

ア
ド
（
９

５
５
３
）

が
連
日
の

ス
ト
ッ
プ

高
。
前
日

は
２
３
年

９
月
期
第

１
四
半
期

の
連
結
決

算
の
進
捗

率
が
高
く
、

収
益
上
振

れ
を
期
待

し
た
買
い
を
集
め
た
が

こ
の
日
は
地
方
自
治
体

に
特
化
し
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
プ
ロ
ダ
ク
ト

「
ま
ち
あ
げ
」
の
提
供

を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
こ
と
が
買
い
手
掛
か

り
に
な
っ
た
。
保
有
す

る
ウ
ェ
ブ
上
の
行
動
履

歴
や
位
置
情
報
デ
ー
タ

を
分
析
、
地
方
自
治
体

が
実
施
す
る
各
種
政
策

に
よ
り
親
和
性
の
高
い

層
を
と
ら
え
た
広
告
配

信
が
可
能
に
な
る
と
し

て
い
る
。

Ａ
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｙ
13.6
％
自
社
株
買
い

 
 

 
 

　

週
末
１
７
日
、
ア
ド

ウ
ェ
イ
ズ
（
２
４
８

９
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

自
己
株
式
取
得
枠
の
設

定
を
発
表
、
上
限
５
７

万
株
（
発
行
済
株
式
総

数
に
対
す
る
割
合
は
１

３
・
５
７
％
）
ま
た
は

２
０
億
円
で
取
得
期
間

は
２
月
１
７
日
～
７
月

３
１
日
。
株
主
還
元
、

経
営
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
機
動
的
な
資
本

政
策
を
遂
行
す
る
た
め
。

木
徳
神
24
％
営
業
減
益

　
木
徳
神
糧
（
２
７
０

０
）
が
急
落
。
２
３
年

１
２
月
期
の
業
績
予
想

を
発
表
、
連
結
売
上
高

で
１
１
２
０
億
円
（
前

期
比
７
・
０
％
増
）
、
営

業
利
益
で
１
０
億
円
（
同

２
４
・
１
％
減
）
と
減

益
を
見
込
ん
で
い
る
こ

と
が
嫌
気
さ
れ
た
。
主

食
用
米
の
需
要
が
減
少

す
る
一
方
で
供
給
が
過

剰
と
な
り
、
販
売
競
争

の
激
化
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
、
物
流
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の

上
昇
な
ど
、
厳
し
い
経

営
環
境
が
継
続
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

グ
ッ
ド
ラ
イ
株
価
２
倍
強

 
 

 
 

 

　

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
カ
ン

パ
ニ
ー
（
２
９
７
０
）

が
大
幅
高
で
連
日
の
新

値
、
ス
ト
ッ
プ
高
を
交

え
３
日
間
で
株
価
は
２

倍
強
に
上
昇
し
た
。
１

４
日
引
け
後
に
発
表
し

た
２
２
年
１
２
月
期
の

連
結
決
算
は
、
営
業
利

益
５
億
７
１
０
０
万
円

（
前
の
期
比
３
６
・
３

％
増
）
で
着
地
、
２
３

年
１
２
月
期
は
１
０
億

円
（
前
期
比
７
４
・
９

％
増
）
と
前
期
を
上
回

る
大
幅
増
益
を
見
込
ん

だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に

短
期
資
金
が
流
入
、
急

騰
劇
が
続
い
た
。
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相
場
展
望

や
や
リ
ス
ク
オ
ン
か
？

短
期
的
に
は
３
月
期
末
配
当
取
り

光世証券

西川 雅博 氏取締役

　

米
国
で
は
年
明
け
以
降
と
り
わ

け
ナ
ス
ダ
ッ
ク
指
数
の
堅
調
ぶ
り

が
目
立
っ
て
い
る
。

　

チ
ャ
ー
ト
上
は
昨
年
１
０
月
と

１
２
月
の
ダ
ブ
ル
ボ
ト
ム
の
形
状

と
な
り
、
中
長
期
の
ト
レ
ン
ド
の

転
換
を
示
唆
す
る
動
き
だ
。
足
元

で
は
１
０
年
債
利
回
り
が
上
昇
す

る
中
で
グ
ロ
ー
ス
株
が
買
わ
れ
、

昨
年
ま
で
と
は
逆
の
現
象
が
見
ら

れ
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
が
う

ま
く
機
能
し
て
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
回
避
さ
れ
、
ソ

フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
可
能
と
の
見
通
し
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
だ
ろ
う
。
イ
ン
フ
レ
へ
の

警
戒
を
緩
め
な
い
Ｆ
Ｒ
Ｂ
だ
が
、
市
場
か
ら
の
信

頼
は
維
持
出
来
て
い
る
。

　

過
去
の
米
国
金
融
引
き
締
め
期
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク

指
数
と
１
０
年
金
利
の
相
関
係
数
を
見
る
と
、
引

き
締
め
最
終
局
面
で
は
そ
れ
ま
で
の
金
利
上
昇
→

株
安
の
関
係
か
ら
今
回
の
よ
う
に
金
利
上
昇
＝
株

高
と
い
う
正
常
化
に
向
け
て
の
転
機
が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
株
式
市
場
が
一
旦
、

引
き
締
め
観
測
に
伴
う
金
利

上
昇
＝
売
り
要
因
と
い
う
呪

縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
順

相
関
の
傾
向
は
強
ま
っ
て
い

く
よ
う
だ
。

　

実
際
、
そ
う
し
た
転

機
を
経
て
ナ
ス
ダ
ッ
ク

指
数
は
大
幅
上
昇
に
向
か
う
事
例
が

見
ら
れ
る
（
２
０
０
０
年
、
２
０
０

６
年
な
ど
）
。
金
融
引
き
締
め
の
最

終
時
点
と
米
国
株
の
動
き
を
占
う
上

で
要
注
目
だ
ろ
う
。

　

３
月
決
算
銘
柄
の
通
期
下
方
修
正

が
相
次
い
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
個
別
に
も
全
体

に
も
市
場
へ
の
影
響
は
限
定
的
だ
。
コ
ス
ト
高
に

よ
る
足
元
の
利
益
落
ち
込
み
は
一
時
的
で
あ
り
、

来
期
以
降
に
は
回
復
す
る
の
で
は
と
の
見
方
が
コ

ン
セ
ン
サ
ス
だ
ろ
う
。
元
々
低
Ｐ
Ｅ
Ｒ
に
放
置
さ

れ
期
待
値
を
織
り
込
ん
で
い
な
い
銘
柄
が
多
い
こ

と
も
底
堅
さ
の
要
因
だ
。
デ
フ
レ
脱
却
の
兆
し
が

あ
る
現
局
面
で
は
、
業
績
の
傾
向
を
見
る
と
同
時

に
資
産
や
利
益
水
準
、
配
当
利
回
り
な
ど
バ
リ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

当
面
は
、
日
銀
新
総
裁
の
金
融
政
策
転
換
へ
の

市
場
の
過
度
な
期
待
や
欧
米
の
イ
ン
フ
レ
動
向
な

ど
見
通
し
を
立
て
に
く
い
状
況
が
上
値
を
抑
え
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
４
月
頃
か
ら
は

そ
れ
ら
も
徐
々
に
払
拭
さ
れ
、
夏
に
向
け
て
は
や

や
リ
ス
ク
オ
ン
の
様
相
に
な
る
の
で
は
と
見
て
い

る
。
テ
ク
ニ
カ
ル
的
に
日
経
平
均
の
上
値
の
壁
と

意
識
さ
れ
る
２
万
８
０
０
０
円
近
辺
で
は
シ
ョ
ー

ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
積
み
上
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

物
色
の
流
れ
は
米
国
で
ナ
ス
ダ
ッ
ク
主
導
の
戻
り

相
場
が
予
想
さ
れ
る
が
、
日
本
固
有
の
事
情
で
は

割
安
感
の
あ
る
株
が
買
わ
れ
や
す
い
だ
ろ
う
。
短

期
的
に
は
３
月
期
末
配
当
取
り
が
意
識
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
グ
ロ
ー
ス
、
バ
リ
ュ
ー
の
ど
ち

ら
か
一
辺
倒
に
偏
ら
な
い
こ
と
が
年
間
を
通
し
て

全
体
上
昇
相
場
の
持
続
力
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

個
別
で
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
（
４
１
８
８
）
、
日

本
郵
政
（
６
１
７
８
）
、
野
村
Ｈ
Ｄ
（
８
６
０
４
）

な
ど
。

https://marketpress.jp/
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

政府に忠実な新日銀総裁
注目される２４日の所信表明

政
策
転
換
は
利
回
り
上
昇
招
く

ＴＹＫの日足チャート

　４月に退
任する黒田
東彦日銀総
裁の次の新
総裁として、
経済学者の
植田和男氏

を起用することが一斉に報じられたのに対し、
国内外の金融関係者からは「サプライズ」との
反応が示された。
　現副総裁の雨宮氏ではなく植田氏の起用が伝
わると、株と債券市場は売りで反応し、外為市
場では円が買われ、円高が進んだ。しかし、植
田氏が現在の金融緩和政策は維持すると発言す
ると株式市場は買いが入り、外為市場で円が売
られ、円安が強まった。
　外資の投資家は植田氏が経済情勢を見極め、
就任後は長短金利操作（イールドカーブ・コン
トロール＝ＹＣＣ）の撤廃に踏み切ると予想し
ている。世界最大の運用会社、米ブラックロッ
クは賃金上昇とインフレ動向から日銀は現在の
金融緩和政策をやめると想定。日銀の政策転換
が世界的な債券利回りの上昇を招き、投資家の
リスク選好度を低下させる可能性があると判断
し、日本株の投資判断を「中立」から「アンダ
ーウエート（弱気）」に引き下げた。
　アンダーウエートは約１年半ぶりとなる。植
田氏は２０１６年に「いまの金融政策は金融機
関のためにならない」と言ったり、「ハイパー

インフレに
なる」と言
ったことも
ある。そう
いう発言を
国会で、今
でも同じか
どうかを問
わなければ
ならないだ
ろう。２月
２４日に日
銀新正副総
裁候補の所
信表明演説
があり、植
田氏の発言
が重要だ。
金融市場は
敏感に反応するだろう。
　また、新副総裁となる内田氏は雨宮氏
とともに政策決定のキーマンとして大規
模緩和やマイナス金利政策、ＹＣＣなど
の導入を実務面から支えてきた。２０２
２年５月には国会で、日銀が許容する長
期金利の変動幅の上限を当時の０．２５
％程度から引き上げることについて「事
実上利上げとなり日本経済にとって好ま
しくない」との認識を示す場面もあった。
　もう一人、新副総裁となる氷見野氏は
大蔵省（現財務省）に入省後、金融庁に
籍を置いた。新総裁の下では国際金融や
金融システムの安定といった観点から体
制を支えていくとの見方がある。今回の
日銀新正副総裁候補者選出は一見バラン
スが良いように見えるが、雨宮氏が総裁
を固辞したことでも分かるように、政府
の方針に忠実である人物を選んだように
見える。
　潮流銘柄はＴＹＫ（５３６３）、三菱製
鋼（５６３２）、三信電気（８１５０）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ＴＯＰＩＸの日足チャート

ＴＯＰＩＸの強さ際立つ

上
値
重
く
一
旦
調
整
も

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ

　
優
位
の
展
開

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
５
７
円
安
と
６
週
ぶ
り
に
反

落
し
た
。
米
国
で
発
表
さ
れ
た
雇

用
統
計
や
消
費
者
物
価
指
数
が
市

場
予
想
よ
り
も
強
く
早
期
の

利
下
げ
観
測
は
後
退
、
長
期

金
利
上
昇
に
よ
り
株
価
が
調

整
し
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

日
経
平
均
は
こ
こ
数
週
間

２
万
７

５
０
０

円
を
挟

ん
で
膠

着
状
態

が
続
く

が
、
Ｔ
Ｏ

Ｉ
Ｘ
は

１
６
日

に
昨
年

１
１
月

２
８
日

以
来
の

２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
る
な

ど
バ
リ
ュ
ー
株
優
位
の
展
開
と
な

っ
て
い
る
。
金
利
上
昇
に
よ
り
高

配
当
利
回
り
銘
柄
が
選
別
さ
れ
る

傾
向
が
高
く
な
っ
て
銀
行
株
や
商

社
株
、
鉄
鋼
株
な
ど
割
安
銘
柄
が

物
色
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｒ
が
相
対
的
に
低
い
銘
柄

で
構
成
さ
れ
る
「
東
証
株
価
指
数

（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
バ
リ
ュ
ー
指
数
」

は
２
０
０
８
年
１
１
月
以
降
の
最

高
値
圏
で
推
移
し
て
い

る
。
相
対
的
に
割
高
銘
柄
で
構
成

さ
れ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
グ
ロ
ー
ス

指
数
」
と
比
較
し
て
も
よ
く
わ
か

る
。
バ
リ
ュ
ー
指
数
を
グ
ロ
ー
ス

指
数
で
割
っ
た
値
は
２
月
入
っ
て

急
速
に
高
ま
り
１
７
日
に
は
０
・

８
４
倍
と
３
年
１
０
カ
月
振
り
の

高
水
準
に
な
っ
て
い
る
。

　

投
資
資
金
は
成
長
株
で
は
な
く

て
割
安
株
を
確
実
に
選
別
し
て
買

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
ス

株
が
多
い
日
経
平
均
が
伸
び
悩
む

の
も
理
解
で
き
る
。
米
国
金
利
が

上
昇
を
続
け
る
う
ち
は
債
券
に
シ

フ
ト
さ
れ
る
か
こ
う
い
っ
た
高
配

当
利
回
り
株
や
割
安
株
が
物
色
さ

れ
る
傾
向
が
続
く
可
能
性
は
高
い
。

　

今
週
の
相
場
も
膠
着
感
漂
う
展

開
を
想
定
す
る
。
以
前
に
も
指
摘

し
て
い
た
昨
年
８
月
１
７
日
の
高

値
（
２
万
９
２
２
２
円
７
７
銭
）

を
起
点
と
す
る
上
値
抵
抗
ラ
イ
ン

が
か
な
り
意
識
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
ラ
イ
ン
近
辺
で
売
り
に
押
さ
れ

て
い
る
。

　

先
週
は
為
替

が
１
３
５
円
台

ま
で
入
る
な
ど

円
安
傾
向
が
強

か
っ
た
の
に
こ

の
抵
抗
ラ
イ
ン

を
抜
け
な
か
っ

た
。
こ
れ
以
上

の
円
安
は
株
価

支
援
材
料
に
な

ら
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
型
で
買
わ

れ
て
い
る
為
騰
落
レ
シ
オ
も
１
２

０
％
超
え
を
継
続
し
て
お
り
過
熱

感
も
高
ま
っ
て
い
る
。
次
第
に
上

値
の
重
さ
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て

お
り
一
旦
調
整
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

下
値
メ
ド
と
し
て
は
７
５
日
移

動
平
均
線
（
２
万
７
３
０
８
円
処
）
、

２
５
日
移
動
平
均
線
（
２
万
７
２

４
２
円
処
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

抜
け
て
く
れ
ば
雲
の
上
限
（
２
万

７
０
８
２
円
処
）
が
意
識
さ
れ
よ
う
。

上
値
は
２
万
７
７
５
０
円
処
に
位

置
す
る
上
値
ト
レ
ン
ド
ラ
イ
ン
、

そ
の
上
は
１
０
日
高
値
の
２
万
７

８
２
１
円
２
２
銭
、
節
目
の
２
万

８
０
０
０
円
と
な
ろ
う
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
２
万
７
２
５

０
円
か
ら
２
万
７
７
５
０
円
を
想

定
。
２
３
日
の
休
日
も
あ
り
、
方

向
感
の
無
い
展
開
を
想
定
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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株街往来
星野三太郎の

～次期日銀総裁報道～
 

　

４
月
８
日

に
任
期
満
了
の
黒
田
東
彦
総

裁
の
後
任
に
、
植
田
和
男
・

元
日
銀
審
議
委
員
を
充
て
る

方
針
が
伝
え
ら
れ
た
。
６
日

の
日
経
紙
で
は
ハ
ト
派
と
言

わ
れ
て
い
た
「
雨
宮
副
総
裁

へ
政
府
が
打
診
」
と
ス
ク
ー

プ
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
は
楽
観
論
が
漂
っ

て
い
た
だ
け
に
、
全
く
ノ
ー

マ
ー
ク
の
植
田
氏
の
名
前
が

出
た
１
０
日
夕
方
に
は
為
替

が
一
時
急
速
な
円
高
に
振
れ
る
な
ど
荒
い
動
き
に
な
っ
て

い
た
。

　

ス
ク
ー
プ
を
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
だ
す
か
、
読
者
が
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
熾
烈
な
競
争
が
あ
る
だ
け
に
、
６
日
の
日

経
紙
の
内
容
が
そ
の
後
、
事
実
に
な
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
を

書
い
た
記
者
は
大
手
柄
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
騙
さ
れ

た
」
と
憤
る
ト
レ
ー
ダ
ー
も
い
た
だ
ろ
う
が
、
「
打
診
」

の
記
述
だ
っ
た
か
ら
打
診
を
受
け
た
後
で
断
る
こ
と
も
あ

る
だ
け
に
記
事
に
責
任
は
な
い
。

　

今
後
は
植
田
和
男
氏
の
コ
メ
ン
ト
や
過
去
の
著
書
に
一

喜
一
憂
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
誰
が
日
銀
の
総
裁

に
な
ろ
う
と
現
状
の
ま
ま
の
異
次
元
緩
和
政
策
を
永
遠
に

続
け
る
こ
と
は
不

可
能
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
経
済
に
は
劇

薬
に
な
ら
な
い
よ

う
に
上
手
く
舵
取

り
を
で
き
る
人
が

望
ま
れ
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

春夏の限定カラー

資
生
堂マキアージュ春夏の限定カラー登場

自分だけの運命のパレット

 

　資生堂（４９１１）は、
トータルメイクアップブ
ランド「マキアージュ」
から、ショコラを選ぶよ
うに、好きな色、旬な色、
質感を楽しみながら自分
だけの運命のパレットが
つくれる「ドラマティッ
クアイカラー」の限定４

色と、まつげケアまでできる美容液マスカラ
「ドラマティックエッセンスマスカラ（ロン
グ＆カール）」の限定３色を３月２１日から
数量限定発売する。
　今回発売するアイカラーは、春夏シーズン
に映えるフレッシュなカラー。マスカラはク
リアな発色で、カラーフィルムのように重ね
るたび鮮やかな美しさが増す、つややかで深
みのあるカラー。現行の「運命のブラウンカ
ラー」と組み合わせることで、カラーメイク
を自然に楽しめる。モデルには池田エライザ
を起用し、ｓｎｓを中心にプロモーションを
展開する。

天
丼
て
ん
や　

春
限
定
メ
ニ
ュ
ー

天丼てんやで春限定メニュー

桜海老のかき揚げなど22日から

ロ
イ
ヤ
ル
Ｈ
D

　ロイヤルホール
ディングス（８１
７９）が運営する
天丼専門店「天丼
てんや」は、春の
訪れを感じる「桜
海老のかき揚げ」
を堪能できる「桜
海老天丼」と「さ
くら盛り」や、贅
沢３大素材の「天
然車海老のごちそ
う天丼」などを、

２月２２日から期間限定で販売する。
　「桜海老のかき揚げ」は香ばしくサクサク
と軽い仕上がりでほどよい歯ごたえで天ぷら
によく合う春野菜の「たけのこ」などの天ぷ
らを乗せている。「天然車海老のごちそう天
丼」は「天然車海老」やふっくらとした身で
上品な味わいの「活〆穴子」、弾力と旨みが
ある「国産真鯛」を贅沢に組み合わせた、ご
ちそうの魅力満載の天丼。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

日
産
自
が
上
値
追
い

新たにタクマに注目

　

１
６
日
の
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
は
４
０
０
ド

ル
以
上
の
下
落
に
な
り
ま
し
た
。
１

月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
や
雇
用
統
計
に
続
い
て
、

卸
売
り
物
価
指
数
、
更
に
小
売
り
販

売
数
、
失
業
保
険
申
請
件
数
の

予
想
以
上
の
減
少
な
ど
イ
ン
フ

レ
を
助
長
す
る
指
数
が
相
次
い

で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
国

債
金
利
が
急
上
昇
。
３
月
の
利

上
げ
は
０
・
２
５
％
と
予
想
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
急
速
に

利
上
げ
幅
は
０
・
５
％
に
な
る

可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
強

く
警
戒
し
て
ハ
イ
テ
ク
系
中
心

に
下
落
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
動
き
を

受
け
て
東
京
市

場
も
半
導
体
系

や
ハ
イ
テ
ク
系

な
ど
が
売
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
関

連
が
大
手
百
貨
店
や

外
食
系
な
ど
Ｊ
Ｒ
系

が
し
っ
か
り
し
て
い

た
も
の
の
、
値
を
飛

ば
す
場
面

が
な
か
っ

た
の
で
す

が
、
こ
の

米
国
株
式

の
反
落
で
内

需
系
に
一
気

に
資
金
が
向

か
う
可
能
性

が
高
く
な
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
円
安
の
動
き
が

強
ま
っ
た
こ
と
で
か
ね
て
よ
り
お
伝

え
し
て
お
り
ま
す
日
産
自
動
車
（
７

２
０
１
）
が
５
０
０
円
台
を
突
破

し
て
き
ま
し
た
。
一
旦
は
利
益
確

定
売
り
で
押
し
目
を
入
れ
そ
う
で

す
が
、
考
え
る
ほ
ど
深
く
な
ら
な

い
と
み
て
お
り
、
５
０
０
円
前
後

は
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
９
２
０
１
）
は
引

き
続
き
持
続
す
る
こ
と
で
い
い
と

み
て
い
ま
す
。
東
光
高
岳
（
６
６

１
７
）
は
売
り
物
に
押
さ
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
前

進
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

引
き
続
き
注
目
で
す
。

　

新
た
な
動
き
と
し
て
注
目
し
た

い
の
は
タ
ク

マ
（
６
０
１

３
）
で
す
。

第
３
四
半
期

で
増
額
、
増

配
を
発
表
し
注

目
を
集
め
始
め

た
の
で
す
が
、

一
服
場
面
は
拾

う
価
値
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
押
し

目
買
い
を
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

ＦＯＭＣ議事録と植田所信聴取

膠着感強い動き継続か？

　

２
月
第
３
週

の
東
京
市
場
は

１
５
日
と
１
６

日
に
日
経
平
均

で
２
万
７
７
０

０
円
を
超
え
る

場
面
が
あ
っ
た

が
、
週
末
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

場
下
落
を
受
け

て
戻
り
売
り
に

押
さ
れ
、
引
き

続
き
膠
着
感
の

強
い
動
き
に
な

っ
た
。

　

１
４
日
に
は
政
府
が
経
済
学

者
で
、 

元
日
銀
審
議
委
員
の

植
田
和
男
氏
を
次
期
日
銀
総

裁
と
す
る
人
事
案
を
国
会
に

提
示
し
た
が
「
現
状
で
は
金

融
緩
和
の
継
続
が
必
要
だ
」

と
述
べ
た
こ
と
で
報
道
当
初

時
の
不
安
要
因
は
大
き
く
後

退
し
た
。
た
だ
、
１
月
の
米

卸
売
物
価
指
数
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）

が
市
場
予
想
以
上
に
上
昇
し

た
こ
と
に
加
え
て
ク
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
連
銀
の
メ
ス
タ
ー
総

裁
が
１
６
日
の
講
演
で
、
利

上
げ
幅
の
０
・
２
５
％
へ
の

縮
小
を
決
め
た
２
月
１
日
ま

で
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
、
０
・
５

％
の
利
上
げ
を
主
張
し
て
い

た
と
発
言
し
た
こ
と
で
米
国

で
の
年
内
利
上
げ
停
止
期
待

が
後
退
し
た
こ
と
が
Ｎ
Ｙ
株

安
に
繋
が
り
重
石
と
な
っ
た
。

　

今
週
は
２
０
日
が
ワ
シ
ン
ト

ン
の
誕
生
日
に
あ
た
る
「
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
デ
ー
」
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
場
が
休
場
と
な
り
、
先

週
末
は
連
休
前
の
手
仕
舞
い
売

り
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
下
落

に
繋
が
っ
て
い
る
。
週
初
は
Ｎ

Ｙ
休
場
で
東
京
市
場
は
手
掛
か

り
材
料
難
で
膠
着
感
の
強
い
動

き
と
な
ろ
う
。
２
２
日
は
１
月

３
１
日
・
２
月
１
日
開
催
の
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
議
事
録
、
２
３
日
か
ら

は
イ
ン
ド
で
Ｇ
２
０
財
務
省
・

中
央
銀
行
総
裁
会
議
で
、
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
議
事
録
が
今
後
の
利
上
げ

動
向
を
占
う
う
え
で
注
目
を
集

め
そ
う
だ
。

　

国
内
で
は
２
３
日
が
天
皇
誕

生
日
で
休
場
と
な
り
、
Ｎ
Ｙ
３

連
休
明
け
後
も
膠
着
感
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
状
況
に
な
ろ
う
。

そ
の
先
は
２
４
日
に
国
会
で
植

田
次
期
日
銀
総
裁
の
所
信
聴
取

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
発
言
次
第
で
は
為
替
や
指
数

が
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

個
別
で
は
決
算
が
一
巡
し
て

好
決
算
銘
柄
の
見
直
し
や
３
月

権
利
配
当
取
り
の
動
き
か
。
そ

の
代
表
格
は
日
本
製
鉄
（
５
４

０
１
）
で
年
間
配
を
１
８
０
円

（
前
期
１
６
０
円
）
へ
の
増
配

で
高
値
追
い
と
な
っ
た
。
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８
０
３
５
）

な
ど
ハ
イ
テ
ク
は
正
念
場
に
来

て
い
る
。

当面のスケジュール

 

・20日 休場:米国
・21日 独2月ZEW景況感指数
　　　 米1月中古住宅販売件数
・22日 1月企業向けサービス価格指数
　　　 1月31日･2月1日開催のFOMC議事録
　　　 独2月Ifo景況感指数
・23日 天皇誕生日:休場
　　　 米10-12月期GDP
　　　 20カ国･地域(G20)財務相･中央銀行
　　　 総裁会議(〜25日インド)
・24日 1月消費者物価
　　　 1月全国百貨店売上高
　　　 日銀総裁･副総裁候補者に対する所信
　　　 聴取が衆議院で実施(参議院は27日)
　　　 米1月個人所得･個人支出
　　　 米1月新築住宅販売件数
・28日 1月鉱工業生産、1月商業動態統計
　　　 米2月CB消費者信頼感指数
・１日 中国2月コンポジットPMI、中国2月
　　　 製造業PMI、中国2月非製造業PMI、
　　　 中国2月Caixin製造業PMI
　　　 米2月ISM製造業景況指数
・２日 10-12月期法人企業統計
　　　 2月マネタリーベース
　　　 2月消費動向調査
　　　 10年国債入札
・３日 2月東京都区部消費者物価
　　　 1月失業率･有効求人倍率
　　　 米2月ISM非製造業景況指数
・４日 中国、全国人民代表大会(全人代、
　　　 国会に相当)開幕

編 

集 

後 

記

　

土
日
は
春
の
よ
う
な
陽
気
に

な
る
よ
う
だ
が
、
週
中
は
凍
え

る
よ
う
な
寒
さ
だ
っ
た
。
こ
の

時
期
、
三
寒
四
温
と
言
わ
れ
、

寒
い
日
と
暖
か
い
日
を
繰
り
返

し
春
に
向
か
っ
て
い
く
。
シ
ベ

リ
ア
高
気
圧
か
ら
吹
き
出
す
寒

気
が
７
日
ぐ
ら
い
の
周
期
で
強

ま
っ
た
り
弱
ま
っ
た
り
す
る
た

め
、
日
に
よ
っ
て
寒
暖
が
は
っ

き
り
す
る
ら
し
い
。
た
だ
、
関

西
で
は
奈
良
・
東
大
寺
の
お
水

取
り
が
終
わ
る
３
月
中
旬
ま
で

は
本
格
的
な
春
が
訪
れ
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　

米
経
済
指
標
は
強
い
内
容
が

相
次
い
で
い
る
。
イ
ン
フ
レ
鎮

静
化
は
少
し
先
に
な
る
が
景
気

は
暖
冬
の
よ
う
だ
。
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